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■来訪者国籍（エリア）2024年

全体では、東アジア約66.9％、欧米豪約14.9%、その他アジア14.5％。
道東は、東アジア約76.8％、欧米豪10.7％、その他アジア8.6％。他３圏域に比べて東アジア比率が高い。



■来訪者国籍・地域 別 2024年

全道では、韓国26.2％、中国21.6％、台湾12.8、香港6.3％、米国6.0％の順に高い。
道東は、中国30.2%、韓国23.0％、台湾15.7％、香港7.9％、米国3.8％。



■月別来訪者数 2024 道東

道東では、2月の人流は多いが、1月と12月の人流は少ない。



道東地域における観光の現状と課題
■観光の現状
• 一人旅や少人数旅行が主流（訪問率37.0%）
• 人気地域：知床、根室、野付半島・別海・中標津空港
• 野付・別海・中標津では若年層女性や男性訪問者が多い
• 特産品ショッピングやアウトドア活動（ホエール・バードウォッチング等）が人気
• 訪問理由に「その他」が多く、北方領土への関心が潜在的に含まれる可能性
• 他には鉄道・城（チャシ）・神社・マンホールカード・かに族、みちばち族のリバイバル等

■観光の課題
• 「眺めるだけ」では観光コンテンツとしての魅力が弱い
• 若年層やインバウンド層への訴求力を高める必要あり

■今後の展望
• 北方領土を物語性・体験型コンテンツとして再構築する可能性
• アニメ・映画・文学などメディアを活用した観光誘導が有効
• 道東出身の作家・クリエイターとの連携による地域ブランディングが期待される



全国の教育旅行の現状

コロナ以降、修学旅行に変化が現れている

・ 物価の高騰

・ 温暖化（熱中症のリスク増大）

・ 貸切バスのガイド、ドライバーが不足している

・ オーバーツーリズム

・ 新学習指導要領の導入 ⇒ 総合的な探究の時間

↓

今までの修学旅行形態「見る、体験する」から「考える」が加わる

社会への関心と参画

持続可能な社会づくり

将来の自己形成

                                                                 グローバリゼ―ションへの積極的対応

若い時代に本物に触れることの意義と目的

 探究学習とは生徒自ら課題を設定し、解決に向けて情報を収集、整理、分析し周囲の人々と

意見交換や協働しながら進めていく学習活動



全国の教育旅行の傾向

旅費の高騰 安近短になる傾向 → 根室地域まで来れない？
↓

「北方領土を目で見る運動」修学旅行等誘致事業の存在
〈画期的な補助事業〉

↓
更なる拡大が誘致に繋がる可能性がある

温暖化 熱中症のリスクが増大する傾向になり、暑い地域や季節を避け
涼しい地域に目が向けられ始めている。

貸切バスのガイド、ドライバーの不足
できるだけ長距離を避け、拘束時間を減ら傾向
できるだけ安価になるよう行程を工夫



根室地域の修学旅行の特徴

令和６年度実績 ２７校 ３，２０７名
※根室管内教育旅行誘致推進協議会調査

圧倒的な自然景観
地域独自の歴史
北方領土の存在

↓
「探究」素材の宝庫

・環境問題 ・観光促進 ・まちづくり
・領土問題 ・一次産業 ・共生（人・自然等）
・人口問題 ・自然保護 ・過疎化
・二次交通 ・医療サービス ・防災
・情報格差 ・熊問題 など



根室地域の教育旅行誘致拡大に向けて

「探究」を推進している学校にアプローチ
⇒対象は全国の高等学校 ⇒ 旅費に左右されずらい私立高校

もっと根室地域の修学旅行を知ってもらう
・情報発信の強化
・関心のある学校や先生への積極的なアプローチ
〈根室地域で修学旅行を実施したい学校は数多くある〉

・実現するためには旅行代金の助成が重要
・学校のテーマに沿ったオーダーメイド型の行程を受け入れる
・地域全体で連携を取りながら取り組む
・実施校（訪問校）とのパイプを強固にする
・道東ファンの先生を作り宣伝役になってもらう



根室地域での教育旅行誘致のターゲット

ターゲット ①コース別選択修学旅行を取り入れている私立高校
「探究」を積極的に取り入れている学校

②中標津、釧路、女満別空港に直行便が乗り入れている地域

楽しめるコンテンツ内容と真剣な場を提供するバランスのある行程が必要

京都市立西京高等学校の例
・国内でも先進的な修学旅行を実施している
希望別コース別を採用（７コース）、名称がフィールドワーク、旅行先
で人とのふれあいを重視、探究プログラムの導入、道内校との交流
北方領土学習、流氷ウォーク体験、探究プログラムの導入
先生は引率ではなく付き添い（生徒が主体的に計画）
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